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（3）	創業時の資本金と現在の資本金

　①　創業時の資本金
　　　開業資金のうち創業時に確定している出資金額の分布を見ると「500万円以下」が26.7%、「501～1,000万円」
が33.3%で、「1,000万円以下」が60.0%と過半数を占めている。開業時資本金の平均値は約1,229万円である。
前述の『2007年版新規開業白書』では、開業費用（運転資金を含む）の平均値は1,487万円である。同じく
開業費用の分布は「500万円未満」で開業した割合が30.0%、「500万円以上～1,000万円未満」が27.2%、「1,000
万円以上～2,000万円未満」が23.9%、2,000万円以上が18.9%となっている。

　　　個別に見ると、創業時の資本金額が最も高額なのは、はますい㈱の4,000万円、次いで㈱RDVシステムズ
の3,550万円、㈱サンテクノの3,500万円となっており、そのほかの企業はすべて2,000万円以下であった。

図11　創業時の資本金額【単純回答、Ｎ＝30】
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　②　現在の資本金
　　　一方、現在の資本金額の分布を見ると「500万円以下」が13.3%、「501～1,000万円」が23.3%で、「1,000万
円以下」が36.6%と創業時は過半数を超えていたものが、4割以下になっている。

　　　創業時と現在の資本金額を比較すると、創業時より資本金が増加している企業は18社（60.0%）、変化がな
い企業が12社（40.0%）となっている。増額している企業の約半数は、県の支援機関、投資育成会社等の公
的機関、民間金融機関等のベンチャーファンドを活用している。

　　　現時点で最も資本金額が大きいのは、㈱サンテクノの1億円で、次いでセンチュリーペット㈱8,800万円、
㈱リブネット8,706万円、㈱ダイアディックシステムズ8,700万円、㈱ナノシーズ7,600万円の順となっている。

図12　現在の資本金【単純回答、Ｎ＝30】
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（4）	当期利益の計画と実績

　①　起業時の計画における黒字の時期
　　　創業から何期後に当期利益が黒字になると予定していたかを調査したところ「3期目から」との回答が
33.3%と最も多かった。また、「1期目から」との回答も26.7%あり、3年目までの早期に利益を出す計画が
70.0%であった。

図13　起業時の計画における黒字の時期【単純回答、Ｎ＝30】
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　②　実際に当期利益が黒字になった時期
　　　実際に当期利益が黒字になった時期についての質問では「1期目から」が20.0%と計画時に比べ6.7ポイン
ト低い。全体的に黒字の実現には遅れが見られ、計画では3期までに黒字との回答が70.0%だったが実際に黒
字になった企業は56.7%であった。

図14　実際に当期利益が黒字になった時期【単純回答、Ｎ＝30】
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